










要約 川崎病後の重症冠動脈障害による心筋虚血巣における心筋の生存性を主としてタリ

ウム心筋イメージング(TMI)により評価した。対象は初回 TMI にて再分布イメージ上再分布

を認めなかった 13 例で,A-Cバイパス術後例は除いた。TMI は各例 2回から 5回のべ 40 回

施行し,灌流欠損部位におけるタリウム摂取率(UI)と洗い出し率(WI)を求めた。また超音波

断層図(2DE)により梗塞部位の左室壁運動を観察した。経過中 TMI 所見の改善を変化を認め

なかった A群 10 例と,改善を認めた B群 4 例とにわけて検討した。心筋梗塞発作は A 群 4

例,B 群では 2例で認めた。A群における灌流欠損では,初回 TMIにおける WI は B群に比し

有意に低値であった。また 2DE では B群 10 例中 7例で梗塞部壁厚の菲薄化を認めたが,同

様の所見は B群では認められなかった。 


